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ポリ塩化ビニノレの立体規則性の差にもとづくスペクト jレの形を決定するために，通常の高分解能核
磁気共鳴法と二重共鳴法で，ポリ塩化ビニルとそのモデル物質2.4一二塩化ペンタンを研究した。ポリ
塩化ピニノレの CH2 グループは，立体規則性に関係なく三重線を与え ， CH グノレープは五重線を与え
る。
通常のスペクトノレよりも簡単なスペクトノレを与える二重共鳴法を用いて重合温度のことなる 2 種類
のポリ塩化ピニルを研究し，局所的秩序度をあらわすノマラメーターを決定した。 主合温度が低いもの
の方が syndiotactic な部分の組成が増加し，ブロック的に結合している。また重合の際の成長末端
の立体規則性は一つ子前のそれのみに依ることも示された。
論文の審査結果の要旨
本論文は高分解核磁気共鳴の方法 lこより，高分子の立体構造を研究したものである。ポリ塩化ピニ
ノレの CH2 クゃループの二つのHが，磁気的に同等であるか，あるいは同等でないかの判定は， この高
分子の立体化学的構造を知る上に，需要な知識を与えるものと思われる。佐藤君はこれを核磁気共鳴
の方法で研究した。
同君はこのような研究にとりかかる前に，長い間の核磁気共鳴の研究の経験をもっており，本研究
にとりかかるときに核二重共鳴の方法をとり上げ，多くの技術的困難にうちかつて，見事な結果を得
ている。
さらに，側帯波を用いた二重共鳴の方法は，同君が共同研究者として，初めて開発した方法であっ
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て，核磁気共鳴の方面から見ても，同君の乙れまでの研究成果は大いに高く詳価されている。
さらに，本研究においては，立体構造の既知の低分子化合物をポリ塩化ピニノレのモデノレとして採用
し，これで核二重共鳴の方法でタクティシティの確認ができることを予備実験として行ない，その後
でポリ塩化ビニルで詳細な実験を行なったD
CH2 グノレープの二重共鳴による線は 2 本だけでAB型の四重線は認められない。乙の 2 本の内で，
一方だけが鋭い線になるような条件の下では，もう一方の成分は各成分の線が重なり合った三重線と
なる。この事実は， CH2 グノレープの二つのプロトンは isotactic unit にあっても同等であることを
意味するものと考えられる。
さらに， CH グノレープの 7 本線についても，二重共鳴では 3 本となり，それぞれ， triad の isota­
ctic, heterotactic および syndiotactic に対応することを確認した。
さらに，重合温度の異なる材料についても，二重共鳴で研究を行ない，局所的秩序度についての知
見を得ている。
これを要するに，同君は核二重共鳴の方法を高分子化合物の構造研究に適用する技術的面において
も，それによるポリ塩化ピニノレの研究においても，新しい結果を得ており，重要な開発と知見を得た
ものと思う。
よってこの論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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